総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２３年度）

テーマ1～5　小課題番号1.2　小野里憲一（建築学科）

査読付き論文

1.兼平雄吉、小野里憲一、マクロモデルによる単独耐震壁の最大強度の解析精度、日本建築学会構造系論文集、第77巻、第671号、pp.65-73、2012年1月
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 久田真他29名、「プレキャストコンクリート製品の性能設計と利用技術研究委員会」報告書、コンクリート工学協会、pp.227-223、pp.277-294、2011年11月
2.小野里憲一、大野義照「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」の改定、コンクリート工学、Vol.49、No.7、pp.3-8、2011年7月

3.小野里憲一、方向性のある空間、ない空間、建築技術、p.112-113、2012年3月

4.小野里憲一、柱の配置、建築技術、p.114-115、2012年3月

5.小野里憲一、壁の配置、建築技術、p.116-117、2012年3月

口頭発表

1.常田裕是、阿部周平、高橋良徳、小野里憲一、兼平雄吉, RC耐震壁に付帯する柱・梁部材の最大せん断強度に関する研究　その3.付帯部材の最大せん断強度式の評価,日本建築学会大会学術講演会, 2011年8月25日

2.高橋良徳、阿部周平、常田裕是、小野里憲一、兼平雄吉, RC耐震壁に付帯する柱・梁部材の最大せん断強度に関する研究　その2.付帯部材の最大せん断強度を考慮した耐震壁の最大強度, 日本建築学会大会学術講演会, 2011年8月25日

3.阿部周平、高橋良徳、常田裕是、小野里憲一、兼平雄吉, RC耐震壁に付帯する柱・梁部材の最大せん断強度に関する研究　その1．付帯部材の最大せん断強度の誘導, 日本建築学会大会学術講演会, 2011年8月25日
外部資金の獲得

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）

1.「東日本大震災の経験をどういかす！」東北被災地における工学院大学活動報告会、2011年5月21日
2.「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」追加改定講習会　講師　会場：東京、日本建築学会、2011年7月1日
